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研究成果の概要：本研究は、アラビア語インターネットの急速な発展に代表される新メディア

の普及により大きな影響を受けて変動するアラビア語使用地域の社会政治の実態分析に供する

ために、アラビア語をめぐる諸問題、とりわけその情報環境に焦点を絞って研究情報の蓄積と

手法の開発を試みた。そのために辞書、メディア、小説・雑誌研究の研各究領域別のデータの

収集と入力作業、分析を行い、成果の一部を「現代アラビア語基礎研究データベース」などと

してまとめた。 
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１．研究開始当初の背景 
湾岸戦争・イラク戦争を経た現在のアラブ
世界は、権威主義的政治体制からの転換をは
じめとする数々の社会政治改革を迫られて
いる。こうした変革の方向性を検討する際の
重要な問題がアラビア語メディアにおける
情報革命の影響である。アル・ジャジーラに
代表されるアラビア語衛星放送の普及、ある
いはアラビア語インターネットの急速な発
展といったアラブ世界のメディア革命は、急

進的なイスラーム主義運動のグローバルな
展開といった政治現象の背景になるなど社
会的関心を集めている。しかし、今後の変化
を考える上でより重要なのは、メディアによ
る伝統的な活字文化の変容とその社会的影
響である。アラブ世界ではフスハーと呼ばれ
る文語を中心に文化伝統が育まれてきたが、
一方で非識字者の多い一般民衆のアーンミ
ーヤと呼ばれる口語の世界との間の知的断
絶現象が長く見られた。しかし、現在起きつ
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つあるメディア革命は、このアラビア語活字
文化の伝統的な構造に影響を及ぼし、知識人
と民衆、国家と社会の関係に変化をもたらし
つつあり、こうしたメディア革命とアラブ世
界の活字文化の変容について基礎的な研究
をする必要がある。 
 
２．研究の目的 
このようなメディア革命を通じた文化媒
体の変化がアラブ世界の活字文化に及ぼす
影響とその社会的政治的含意を考察するた
めに、本研究では、基本的な文化媒体である
（１）辞書、（２）メディア（ラジオ、テレ
ビ、映画、インターネット）、（３）小説・雑
誌の三つを取り上げ、現在進行している文化
環境の変化を、それらにおける語彙や文体の
変遷、新メディアの影響などについて基本的
な情報を収集し、考察することを目指す。 
（１）第一の研究対象であるアラビア語辞書
については、高度情報化の流れを受けた電子
辞書の本格的構築の動き、専門用語辞書・地
域別口語辞書の最近の動向、社会のイスラー
ム化（イスラーム的知識の大衆化）の影響な
どを踏まえ、社会階層構成の変化と流動化を
明らかにする手がかりとなる辞書に収録さ
れる語彙の変遷について情報を収集し、考察
する。 
（２）第二の研究対象であるアラビア語メデ
ィアの革命的変化は、アラブ諸国の対立･分
断状況とは対照的に、文化世界としてのアラ
ブ世界の一体化を促進させている。メディア
に対する厳しい国家統制を突き抜けて進行
する情報化の流れによって、汎アラブ的なメ
ディア世界、新しい形でのアラビア語公共圏
が形成･発展している。また、この新しいメ
ディア状況の中で、テレビや映画を媒体とす
る新しいアラブ・マスカルチャーが生まれつ
つある。こうした文化媒体をめぐる環境変化
は、汎アラブ的な新しい市民社会と政治文化
の形成に大きな影響を及ぼしつつあり、両者
の関係を実証的に明らかにする必要がある。 
（３）第三の研究対象である小説・雑誌の世
界は、アラブ世界の活字文化において中心的
な位置を占めているが、上記の文化媒体をめ
ぐる環境変化の影響をもちろん免れるもの
ではない。現在進行中のアラビア語の語彙お
よび文体の変化については、近代アラビア語
改革の最大の課題であった文語－口語関係
におけるさまざまな実験的な試みの中から
豊かな材料を得ることができる。アラブ古典
文学の伝統と近代アラビア語小説研究を踏
まえながら、こうした変化を歴史的に位置づ
けて、それが今後のアラブ社会、とりわけ知
識人社会と大衆社会の関係にどのような影
響を及ぼしていくのかを展望することは現
代アラブ研究において重要な意味を持って
いる。 

 
３．研究の方法 
上記の三つの文化媒体ごとに基本的な情
報を収集するとともに、語彙･文体情報につ
いては、共有のアラビア語基礎情報データ
ベース構築のために情報入力作業を共同で
行う。同データベース構築のために、アラ
ビア文字の高度情報処理に関するプログラ
ム開発も試みる。三つの文化媒体別の研究
手法は以下の通りである。 
（１）アラビア語辞書研究については、古典
アラビア語辞書、近代アラビア語文語辞書、
専門用語辞書、地域別口語辞書、地名人名辞
書など特殊辞書・事典を対象として、語彙・
文体の変化を研究するためのデータ収集と
語彙・文体に関するデータのアラビア語入力
を行う。 
（２）アラビア語メディア研究については、
ラジオ、テレビ、映画、インターネットな
どのアラビア語メディアについて最新の状
況を把握するとともに、そこで用いられる
アラビア語の特徴を摘出する。これらメデ
ィアの歴史的発展の経緯を分析するととも
に、技術的側面、経済的側面、そして政治
的側面からの特性を分析する。 
（３）小説・雑誌研究については、アラブ諸
国の文芸事情に関する最近の状況をサーベ
イ、とくに新メディアが与えた影響について
必要な情報と語彙･文体データなどを入力し、
文語－口語関係の変化とその社会政治的含
意についても考察を行う。 
 
４．研究成果 
（１）アラビア語辞書研究のために各種辞
書・事典をサーベイし、語彙・文体の変化に
関するデータ収集の作業のために、2006 年
度には現代アラビア語の語彙・文体を多く収
録した辞書の試作原稿を複写製本し、今後の
研究の参考資料とした（『高野版現代アラビ
ア語辞典』）。2007 年度には上記のアラビア
語･日本語辞書の試作版を広く社会に供する
ために図書館閲覧版を作成した。同辞書資料
は、現代アラブ文学・アラビア語学研究者の
故高野晶弘氏の遺稿に依拠したものであり、
上下 2 巻計 1450 頁、語根などの見出し語
5500、小見出し語 16600、動詞派生形 6400、
連語成句 6000 あまりの膨大な内容を持ち、
同辞書資料のデータを中心に入力作業を行
い、下記のデータベースの基盤とした。 
（２）小説･雑誌研究とメディア研究では連
携してアラビア語使用地域で刊行されてい
る雑誌のサーベイを実施し、その結果を「ア
ラビア語定期刊行物データベース」としてま
とめた。同データベースは、現在流通してい
るアラビア語定期刊行物のサンプルを約 500
タイトル収集し、これをデータベースとした
ものである。これらの定期刊行物は中東地域



 

 

で刊行されたものであり、学術誌、一般（娯
楽）誌、経済誌、政治誌、各種定期報告書、
政府刊行物など、多岐にわたる内容および出
版元の定期刊行物をサンプリングしている。 
（３）これまで 3年間にわたり行ってきた各
文化媒体のデータに関する作業結果を入力
し、分析するために、アラビア語の複雑な文
法体系に対応した、アラビア文字の高度情報
処理に関するプログラムを開発し、その試作
版として「現代アラビア語基礎研究データベ
ース」を構築した。このデータベースは将来
のアラビア語＝日本語／日本語＝アラビア
語の電子辞書としても発展しうるものであ
るが、従来の電子辞書が一単語ずつの対応の
「単語帳」にすぎなかったものに対し、アラ
ビア語独特の複雑な文法体系に対応した階
層構造をもっている点で画期的内容となっ
ている。10以上ある動詞派生形、それからさ
らに派生する派生語の文法情報（名詞・形容
詞・動名詞・場所名詞・道具名詞・能動分詞・
受動分詞など）、語源、エジプトやシリアな
どの地域別語彙、口語表現、これに関連する
用例（連語・成句，文例）などが分析できる。
またアラビア文字入力が画面上のキーボー
ド入力で可能であり、さらに有用なのは語根
別に検索が可能なことであり、たとえば第三
語根が同じ原型を検索して古典詩の韻律な
どを調べることも格段に容易である。 
（４）収集された語彙･文体などについての
考察も進め、今後、データの整理と吟味を経
て研究論文などの形で成果の公開が検討さ
れているが、以下のような問題、トピックが
取り上げられた。 
①新メディアが文語－口語関係に与えた影
響：フスハー（文語、書き言葉）とアーンミ
ーヤ（口語、方言、話し言葉）との間の距離
縮まり、口語と文語の混淆文体が目立って増
えてきた結果、文語と口語の「中間言語」と
いうべき新しい形のアラビア語が生成され
始めている。その背景には、アラビア語イン
ターネットの普及（とくに「掲示板」の繁用）、
携帯電子メールの影響（たとえば新聞投書へ
の口語文体での投稿の増大）、テレビ･ラジオ
放送での口語使用のニュース･討論番組の増
大などがあり、文学の分野ではアラビア語の
「デジタル小説」の登場といった現象も見ら
れる。 
②メディア・アラビア語の形成：近代のアラ
ブ世界は、19世紀末に始まるナフダ（アラブ
の文芸復興）運動によって、従来の聖典クル
アーンを基盤とする文人アラビア語として
の古典アラビア語に加えて、「近代標準アラ
ビア語」が生成･発展してきた。それは雑誌
などの当時の新メディアや近代的辞書の編
纂による近代アラビア語活字文化の形成に
よるものであり、翻訳語･新語の多用や簡略
な文法構造で特徴づけられる。しかし、現在

は上記に述べた最近のメディア環境の変化
が、この「近代標準アラビア語」からさらに
「メディア･アラビア語」というべき新しい
言語形態を生み出している。その特徴は、文
法の変化（見出し語などの動詞→主語の語順
から主語→動詞の語順へ変化、数詞のアラビ
ア文字表記の簡略化、女性形･男性形形容詞
表記の省略による変化、接続詞の英語の用法
への近似化）や発音の簡略化（語尾の格変化
の省略、口語的発音の文語への転用）などに
よって特徴づけられる。また、翻訳語や新語
の採用については、文化ナショナリズムによ
る欧米化への抵抗が見られる一方、アラビア
語の造語能力の高さのため、多様な形態が観
察される。 
③口語＝方言の地位に関する変化：アラビア
語には、アラビア半島、イラク、シリア･パ
レスチナ、エジプト、マグレブ（北アフリカ）
の地域別の 5つの方言群があるが、近年、衛
星放送など新メディアの登場によって、アラ
ビア半島方言の一部である産油国の湾岸方
言の地位が上昇し、他方、かつて映画やテレ
ビドラマなどを通じて圧倒的な影響力を持
っていたエジプト方言の相対的地位の低下
が見られる。その他、地域方言別発音表記の
変化が見られる一方、地域方言（口語）が新
メディアを通じて汎アラブ化していく傾向
も観察される。 
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○取得状況（計 ０件） 
 
〔その他〕 
現代アラビア語基礎研究データベース 
http://ricasdb2.ioc.u-tokyo.ac.jp:80/te
st/arabic_key.php 
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